
　早春の候、こんにちは。
お元気でお過ごしでしょうか？やっと2月！暦の上では春となりますね！
雪、雪、雪で本当に大変でした…
昼間なのに暗くなって降ってくる雪にはいくら雪国
生まれの私達でも…
心が辛くなります。
1日も早く美しい春がやって来るよう祈ってしまい
ます。
でも真っ白な雪の衣装をまとってお日様にキラキラ
光るこの神宮寺の森は本当に雪国ならではの美し
さです。
お茶タイムにどうぞご来店下さいませ…
お待ち申し上げております。

車検実施で毎月1組様抽選で
当間高原リゾートベルナティオランチを

プレゼント致しております

車検実施プレゼント !車検実施プレゼント !

おくるまおくるま 知識知識
車の名前には深い意味があります
・トヨタ「プリウス」ラテン語で「先駆け」
・トヨタ「ノア」英語で「優しい語感の人名」
・ホンダ「フィット」英語で「ぴったり合う」
・ニッサン「エクストレイル」「過酷の道でも進む」という意味

㈱メイケン
 様

12月の当選者

あけましておめでとうございます
新古車・中古車多数展示

冬用ワイパー20％OFFで
販売してます

新車各メーカー取り扱っております

中古車情報　 https://www.carshop-minami.com/
中古車探します

2月末まで

8年2月号(第246号)みなみニュース



　「名を成すは毎に窮苦の日にあり　事に敗るは多くは志を得るの時に因る」
　人が名を成す、即ち成功するのは突然成功するわけではない。必ず窮苦に日があって、それに
よって鍛えられて成功する。だから、成功するかどうかは窮苦の日の過ごし方で分かる。失敗す
るのはたいてい得意・得志の時による。うまくいっていい気になっていて失敗する、ということで
ある。
　名が残るような立派な仕事はいつも苦しい状況の中から生まれてくる。厳しい時こそチャンス
だ。逆に調子のいい時は失敗も多いので、油断せず、気を引き締めていかねばならない。
　人間は逆境に遭うと、その逆境が十年も続くと思う。しかし逆境はせいぜい三年。その間はジ
タバタせず、脇目をふらず、スタスタと自分一人の道を歩みなさい。
　人間は自分が順調に日を送っている間はとにかく調子に乗り、人の情とか他人の苦しみなど
というようなことは気付きにくいものです。そこで人間は、順調ということは表面上からはいか
にも結構なようですが、実はそれだけ人間がお目出たく成りつつあるのです。すると表面のプラ
スに対して、裏面にはちゃんとマイナスがくっついているという始末です。同時にまた表面がマ
イナスであれば、裏面には必ずプラスがついているはずです。
　神は公平そのものですが、ただ我々人間が気付かない為に、表面、事なきをものは得意になっ
て、自ら失いつつある事に気付かず、表面不幸なものは、その底に深き真実を与えられつつある
事に気付かず、いたずらに歎き悲しみ、果てには自暴自棄にもなるのです。生まれた時代も国も
違う二人の賢人の言葉に心耳を澄まし、順逆を乗り越えていく人生を送りたいと思います。　

名を成すは毎に窮苦の日にあり
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「酔古堂剣掃」より

株式会社カーショップみなみ

編集後記
　我が家のおもち君も2才半になりました。宮嶋家の1番星というべき存在です。好きな食べ物はジャー
キーとキャベツとパンです。キャベツは蒸し物を 3 回位おかわりして食べます。毎日家では正平君と
おもち君の 2 人で日中は生活してますので私の帰りを首を長くして待っています。車が車庫に入ると
玄関まで出てきます。「お帰り、お帰り、遅かったね」と私には聞こえてきますが、キャンキャン！と
… 命って本当に大切ですね。小さな命ですけど心は通い合います。大切に大切にしたいと思います。
　そして寒い毎日です。大切なのは栄養と休養でしょうか…
どうぞ風邪などひかれませんようご自愛くださいませね。

〒948-0006　新潟県十日町市四日町 2184
tel：025-752-7121　fax：025-752-7114
平日 9:00～18:00 / 土日 9:00～17:00
carshop-minami@cocoa.plala.or.jp
https://www.carshop-minami.com/

生きる力　追悼特別講話　　　千　玄室

　茶道裏千家第十五代・前家元の千玄室氏が、去る8月14日に102歳でお亡くなりになりました。
先の大戦で九死に一生を得て、戦後は茶道の普及に萬進。日本の心を世界へ発信し、真の平和
実現に向け、与えられた命を捧げ尽くしてきたその功績は計り知れない。特別講演会にご登壇
頂いた千氏は、一時間立ったままで熱弁を振るい、百歳を越えた年齢を感じさせない若若しさ
で会場に感動の渦を巻き起こしたが、図らずもそれが壇上に見る最後の雄姿となった。千氏が
遺した最後のメッセージをここに紹介致します。

　皆さん、ごきげんよう！ただいま紹介にあずかりました、千玄室でございます。
おかげさまで、今年の4月で102歳になります。
　藤尾先生はすごい人だと思います。私みたいな人間を、もう本当に何とも言えないような魅力
で、この致知出版社の新年の大切な大会に引っ張り出してくださった。実は私、いまは東京の道
場で新年の稽古始めの真っ最中でありますけれども、藤尾先生から呼び出された以上断るわけ
にはいきません。ちょっと失礼して稽古始めを抜け出してきました(笑)おかげさまで皆さん方に
お目にかかれたことを、本当に有難く、嬉しく思っております。さて、昨年は元旦から能登のあの
大地震、そしてまた豪雨とか、大洪水とか、日本列島は様々な大きな試練を受けました。たくさ
んの我々の同朋が、お亡くなりになったり、家を失われてこれからどうやって生きていこうかと
途方に暮れていらっしゃたりするわけであります。そういう方々のために、私たちは何かをしてし
て差し上げなくてはいけない。それは誰かに強制されてやることではありません。求められるの
は、人間の本能に根ざした、心の底からの思いやりです。私ね、その大本となる人間力を高めよ
うと申し上げたい。人間力を高めるというのは、人間の存在価値というものをどれだけ認識で
きるか。そして自分の知性ですね。ナレッジ（知識）ウィズダム（知恵）、こうしたものが全て知性
に入るわけですが、この知性をいろんな経験を重ねて磨き上げること
によって、自分自身を高めていく事が大事です。
　皆さん方は、そういう自分自身の存在価値、これをどのように考え
ていらっしゃるか。そこが大事なところだと私は思います。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　次月号に続く…

　茶道裏千家第 15 代千玄室さんの記事を読ませて頂いて、本当に驚きました。102
歳の方がお話されているなど多分どなたも気付かないと思いました。
ですので、3 回に分けて紹介させていただきます。拝読下さいませ…


